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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、産後骨盤アライメントの変化と産後の骨盤痛との関係を明らかにす
ることであった。産後2週と産後12週に仙腸関節スコア、骨盤周囲の圧痛、日本語版pelvic girdle 
questionnaireとMRI撮影を行った。3次元骨盤モデルより、骨盤の非対称性、仙腸関節近接間距離を分析した。
結果、対象11名中、骨盤痛重度群は6名、骨盤痛軽度群は5名であった。産後12週で骨盤痛が持続しているものは
55％存在した。骨盤痛が持続している群では仙腸関節近接間距離の非対称性の改善が認めなかった。産後3か月
経過しても持続する産後の骨盤痛は仙腸関節幅の回復が影響している可能性が高い。

研究成果の概要（英文）：The purpose of study was to find the association of change in sacroiliac 
joint area with pelvic girdle pain (PGP) between 2weeks and 12weeks after child birth. Three 
dimensional MRI model was utilized to compare sacroiliac joints separation and innominate bone 
rotation between 2 and 12weeks after child birth. Outcomes consisted of sacroiliac joint score, pain
 symptoms, pelvic girdle questionnaire (PGQ) and displacement of asymmetry pelvis. Three-dimensional
 bone models of the bilateral innominates and sacrum were produced and analysed.In results, six of 
eleven participants sufferd from persistent severe PGP and five of eleven participants had mild PGP.
 55 percent of prevalence of persistent PGP was observed. Asymmetry of the sacroiliac joint 
proximity was not fully recovered in the group with persistent severe PGP.  persists PGP over 3 
months after delivery may affect by sacroiliac joint width recovery.

研究分野： ライフサイエンス / 生涯発達看護学

キーワード： 骨盤帯痛　産後骨盤アライメントの変化　3次元骨モデル
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、妊娠中から産後の骨盤アライメントの変化を3次元骨盤モデルを使用して検証することができた。ま
た、産後12週以上骨盤痛が持続した女性と骨盤痛が軽減した女性の骨盤アライメントの変化について違いがある
ことが示唆された。この研究は国内ではじめて妊娠中から産後にかけて、骨盤アライメントの変化を3次元に分
析することができた。産後持続する骨盤痛について、エビデンスに基づく産前産後のリハビリテーション医療の
発展を担うと考える。さらに産後女性の育児や社会復帰の支援に繋がるように、この結果を有効な予防策や治療
の開発に発展させていく。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
女性の健康は、ライフステージに対応した課題があり、私たち、医療技術者は、労働・出産・

育児において、健康問題を抱える女性が、その問題に対処できるように支援しなければならない。
厚生労働省の取り組みの一つである「健やか親子 21」では、安心して子供を産み、健やかに育
てることの基礎となる少子化対策としての意義を唱えている。女性の妊娠・出産に関連するマイ
ナートラブルは、自身の心身の障害だけでなく、育児や社会的少子化問題にも悪影響を与えるだ
ろう。特に産後の骨盤帯痛の問題は、育児の困難感の一因として挙げられる。また、ＷＨＯ（世
界保健機構）は、腰痛が最も disability にインパクトを与えるとし、業務上疾病発生状況では、
一番腰痛が多く、社会的、経済的損失に影響を与えていると報告している。米国の腰痛に関する
年間医療費は 200～500 億ドル、休業の損失は 280 億ドルといわれている。国内においても、腰
痛についての年間総合医療費は高いことが予測される。海外の報告では、妊娠に関係する骨盤帯
痛は、産前産後を通して、約 3 割の女性が経験し（Wu et al.,2004）、21%の女性が、その症状を
慢性化し残存する傾向にあった（Albert et al., 2001)。 また、骨盤帯痛は、病気休暇の 2 番目
に多い理由である（Bergström et al., 2016）。妊娠・出産を通して、腰部・骨盤帯痛に苦しむ女
性は多い。北米の研究と比較し、国内の骨盤帯痛罹患率は多い傾向にある。産褥期は育児期でも
あり、腰痛は身体面への影響だけでなく、心理面への影響も与える。さらに、痛みによる育児困
難により子供の成長にも影響を与える可能性がある。従って、妊産婦の骨盤帯痛の治療やケアは
重要であり、骨盤帯痛の一因として骨盤アライメントの関連性を追求することは重要である。 
先行研究により、骨盤帯痛の危険因子は喫煙、出産歴、出産前の腰痛骨盤帯痛歴など明らかに

なっているが、その他の因子については未だ明確ではない。妊娠によりホルモンの影響で、骨盤
靭帯が緩み、骨盤が開いていくと同時に、腹部の膨大で腰椎の前弯が増強し、腰部骨盤帯に負担
がかかることは一般的に知られているが、先行研究では、この姿勢変化が直接骨盤帯痛に影響し
ていることを否定する報告もある。運動学的に、骨盤帯痛がある患者の骨盤関節は、仙腸関節、
恥骨結合でアライメントが崩れ、骨盤輪による正常な荷重伝達機能の低下がみられ、さらにその
歪みが、仙腸関節にストレスをかけ、痛みを引き起こす要因となっていることが明らかにされて
いる（Vleeming et al, 2008）。仙腸関節痛の一因として骨盤の非対称性が指摘されている。この
非対称性のアライメントにより、仙腸関節周囲の靭帯、筋のタイトネスが亢進し、仙腸関節にス
トレスが加わり、疼痛を誘発しやすいと考える。出産後 8～12 週かけて、骨盤は修復し、元の状
態に戻る。この回復過程に、何らかの非対称的な動きを（授乳、物を持ち上げる、非対称性な姿
勢）を繰り返すことが、骨盤の非対称性を増強させているのではないかと考える。骨盤非対称を
計測する方法や器具は、過去の研究で大きく議論された。それらの多くは、体外より触診し、ラ
ンドマークを基準に計測するものが多い。しかし、体表からの計測では、筋肉や脂肪、検査者の
経験に左右され、的確な測定は困難である。仙腸関節は可動性がわずかであるため、的確に評価
するには、骨形態を 3 次元にとらえ、骨盤のアライメントを分析する必要がある。先行研究で
は、computed tomography (CT)を用い、仙腸関節の離開、寛骨の非対称性を評価するために使
用されていたが、母体や胎児への被ばく量を考慮すると、安全ではない。近年、magnetic 
resonance imaging (MRI)や超音波を用いて胎児や骨盤に関して評価、研究されている。MRI は
CT に比べ、安全で骨、筋、軟部組織を詳細に把握することができ、優れている。さらに MRI に
より 3 次元化することで、さらに詳細な角度や傾斜の状況を把握でき、産前産後の骨盤非対称
性のアライメントの変化を詳細に把握できる。しかし、MRI を用いて、断面的に骨盤の非対称
性を評価することは可能であるが、軸回旋や詳細な角度をとらえることは難しい。そこで、本研
究では、産前産後の骨盤の非対称性を明確にとらえるために、MRI 画像を用いた精密な骨盤対
称性計測方法を用いることにした。この計測方法は、MRI 撮影後、３D 画像化し、3 次元骨化モ
デルを作成し、座標系埋設ソフトを用い、左右の寛骨の鏡像面を計測することで、6 自由度で左
右寛骨のゆがみを計測し、産前産後の骨盤の変化を明らかにすることができる。この分析では、
0.01 ㎜単位の左右の寛骨の変化を捉えることができた。妊娠期から産後の骨盤の非対称性変化
について、詳細にとらえた研究はない。そこで、この計測方法を本研究に用いることで、妊娠に
よる骨盤、特に寛骨のアライメントの変化を明らかにすることが可能である。また、骨盤非対象
化を改善することで、骨盤帯痛患者に特有な歩容が改善されると仮説を立て、骨盤帯痛と骨盤ア
ライメントとの関連性について動的要素の中で検証する。 
 
２．研究の目的 
妊産婦のマイナートラブルの一つである骨盤帯痛は、女性の日常生活、育児、生活の質の上で

深刻な問題である。これまでの科学研究費事業の研究報告より、産後 3 か月以上骨盤帯痛が持
続している女性が 7 割以上存在することがわかった。また、骨盤帯痛の一因として、骨盤アライ
メントに着目し、その関連性について研究が進められていることがわかった。しかし、妊娠周期
から産後にかけての骨盤のアライメントを骨形態から 3 次元にとらえ、骨盤の非対称性を分析
した報告はない。本研究の目的は、妊娠期から産後を通して骨盤の骨形態を 3 次元に分析し、骨
盤アライメントの変化と骨盤帯痛の関連を明らかにすることである。さらに、その結果より、骨
盤帯痛の慢性化を予防するための的確な運動指導の要素を明らかにすることである。 
 
３．研究の方法 
当初の研究方法では、（1）産前産後を通して、骨盤アライメントを 3次元画像でとらえ、分析し、



骨盤帯痛との関連性を検証することと、(2)骨盤アライメント変化と骨盤帯痛の関連性の結果を
踏まえ、骨盤帯痛が産後 3か月以上持続している女性を対象に、非対称性骨盤、左右の後前腸骨
棘の距離を改善することで、骨盤帯痛の軽減につながると仮説を立て、骨盤対称化ディバイスを
用いた骨盤エクササイズが、疼痛強度と歩行時のキネマティクスに与える効果を検証すること
を計画していた。しかし、被検者のリクルートに難航し、(2)の研究に関してはシステマティッ
クレビューに変更した。 
(1)産前産後の骨盤アライメントの変化と骨盤帯痛の関係については、①産後持続する骨盤 
帯痛のリスク因子に関するレビュー研究、②産前産後の骨盤アライメントの変化に関するケー
ススタディをおこなった。妊娠 28 週からの MRI 画像をもとに、3 次元の骨盤アライメントを作
成し、産後 18 か月まで縦断的観察研究をもとに、骨盤アライメントの変化と骨盤帯痛の変化を
とらえ、検証した。③産後の骨盤アライメントの変化と骨盤帯痛の関連について、産後 2週以内
と 12週の MRI 画像から 3次元骨盤モデルを用いた骨盤アライメントの変化と骨盤帯痛の関連を
縦断的に検証した。以上の 3つの研究方法を用いて検証した。 
(2)骨盤対象化ディバイスを用いた骨盤エクササイズが疼痛強度と歩行時のキネマティクスに与
える効果については、①産前産後の骨盤帯痛が歩行に与える影響についてのシステマティック
レビュー研究を用いて検証した。骨盤対称化ディバイスの産後直後の骨盤帯痛に与える効果に
ついては、本研究とは別に、すでに実施した介入研究にて、骨盤帯痛の軽減に有効であるという
結果を得ている（Sakamoto et al.2018）。本研究のシステマティックレビューより、骨盤帯痛が
ある場合、胸郭―骨盤の非対称性の回旋運動が出現しやすいことが分かったため、これらのメカ
ニクスや骨盤帯痛の持続を改善するための効果的な運動療法について、さらに研究を進めてい
く。 
 
４．研究成果 
（1）産前産後の骨盤アライメントの変化と骨盤帯痛の関係について 
①骨盤帯痛のリスク因子に関するレビュー研究 
産後持続する骨盤帯痛の危険因子について文献レビューを行った。検索エンジンを使用し、骨

盤帯痛、危険因子について文献を検索した。最終的に 22 編の文献を抽出した。この文献レビュ
ーより産後骨盤帯痛の発生率、産後骨盤帯痛による問題点などを整理し、産後持続する骨盤帯痛
について早期の解決策が必要であることが明らかになった。また、産後骨盤帯痛の要因について、
骨盤関節や骨盤輪の観点から整理し、骨盤アライメントの異常、骨盤底筋群の機能不全が危険因
子の一因であることが報告された。更に、妊娠中または、産後早期の疼痛の程度、疼痛による活
動制限の程度が産後 3 か月以上持続する骨盤帯痛と関連があることがわかった。Active 
straight leg rising(ASLR)テストは骨盤帯痛持続の判別に有効であることが示唆された。すべ
ての論文は海外のものであり、国内の論文は抽出されなかった。今後は、日本人を対象とした研
究を進めていく必要がある。この成果は、Sakamoto A, Gamada, K. Altered musculoskeltal 
mechanics as risk factors for potpartum pelvic girdle pain: a literature review. Journal 
of Physical therapy science.2019,  31(10):831-838.に掲載された。 
  
②産前産後の骨盤アライメントの変化に関するケーススタディ 
妊娠中から産後 1 か月にかけて骨盤アライメントの変化を観察することを目的に研究を行った。 

方法は、初産の女性 1 名を対象に、妊娠 28 週、38 週、産後 1 か月、産後 18 か月の骨盤の MRI
撮影を行った。対象は初産の 25 歳女性、身長 167 ㎝、妊娠前体重 52㎏、妊娠中最大体重 62㎏、
産後 1か月の体重 53㎏であった。出産方法は自然分娩、陣痛から出産までの時間は 2時間 36分
であった。新生児の体重は 2684g であった。妊娠中、産後の腰痛、骨盤帯痛は PGQ－Jスコア０、
NRS は０であった。妊娠中、産後の身体的、精神的障害はなかった。結果は、骨盤アライメント
の変化について、恥骨結合、恥骨肢の変化は特になかった。両寛骨について、妊娠 28 週から 38
週にかけては両寛骨の下方回旋、外旋がみられ、妊娠 38 週から産後 1 か月、18か月では上方回
旋、内旋がみられた。上後腸骨棘（PSIS）間距離は 82.9 ㎜、85.7 ㎜、85.0 ㎜、86.3 ㎜と変化
した。上前腸骨棘（ASIS）間距離は 243.2 ㎜、241.0 ㎜、237.0 ㎜、244.3 ㎜と変化した。仙腸
関節近接間距離は妊娠 28 週、38 週では仙腸関節前上方は 4 ㎜以上離開し、産後 1 か月にかけ
て、4㎜以内に接近した。この対象者は妊娠中の仙腸関節近接間距離に左右差があり、左側に比
べ、右側の 4 ㎜以内の近接間距離の幅が広かったが、産後に左右差は減少した（図 1）。従って
寛骨回旋運動、仙腸関節近接間距離に大きな変化を認めた。疼痛のない、初産の女性において、
骨盤アライメントは恥骨結合での変化は少ないが、仙腸関節、寛骨の変化は大きかった。また、
妊娠中は左右骨盤の非対称性は増大する可能性がある。今後、対象を増やし、骨盤帯痛と骨盤ア
ライメントの変化の関連について検証していく。これまで、妊娠中から産後の骨盤アライメント
の変化を 3 次元骨盤モデルを用いて分析した研究はなかった。国内外の研究ではじめての研究
である。特に、妊娠中から仙腸関節の変化を計測し、分析することができ、妊娠中の仙腸関節近
接間距離の左右非対称性は骨盤帯痛が存在しなくても出現することがわかった。今後は、対象人
数を増やし、骨盤帯痛との関係についてさらに検証していく必要がある。この研究成果の論文は
現在、国際ジャーナルへ投稿準備中である。また、2020 年の国内学会での演題発表申請中であ
る。 
 



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 1．Area of close distance of sacroiliac joints within 4mm.  
Blue area means 4mm length. Red area means 1.6-1.3mm length. 
 
③産後の骨盤アライメントの変化と骨盤帯痛の関連について 
 産後骨盤アライメントの変化と産後の骨盤帯痛との関係を明らかにすることを目的に研究を

行った。方法として、対象は妊娠後期女性 11 名、平均年齢は 31.6±5.5 歳であった。出産後再
度同意を得た産後の女性に、産後 1 日に妊娠、出産に関するアンケートと Pelvic Girdle 
Questionnaire 日本語版（以下 PGQ-J）を実施した。また、産後 2週と産後 12 週に仙腸関節ス
コア、骨盤周囲の圧痛、PGQ-J と MRI 撮影を行った。骨盤帯痛の有無については、仙腸関節スコ
アを用いて、スコア 4以上を骨盤帯痛重度、4未満を骨盤帯痛軽度とした。群分けは、産後 12 週
の仙腸関節スコア 4 以上を骨盤帯痛重度群、4 未満を骨盤帯痛軽度群とした。測定項目は PGQ-
J、骨盤周囲の圧痛、骨盤の非対称性、3 次元骨盤モデルを用いた仙腸関節近接間距離、ASIS 間
距離、PSIS 間距離、恥骨結合離開幅であった。結果は、対象 11 名中、骨盤帯痛重度群は 6 名、
骨盤帯痛軽度群は 5名で、産後 12週で重度の骨盤帯痛が持続しているものは 55％存在した。骨
盤帯痛重症度群の ASIS 間距離の偏位量の平均は、-0.583 ㎜、PSIS 間距離は、0.271 ㎜、恥骨結
合間距離は 0.669 ㎜であった。骨盤帯痛軽度群の ASIS 間距離の偏位量の平均は、-0.4854 ㎜、
PSIS 間距離は、2.021 ㎜、恥骨結合間距離は 1.403 ㎜であった。両群を比較すると、骨盤帯痛重
度群で産後の PSIS 間距離の偏位量に優位差があった（p<0.05）。また、骨盤帯痛重症度群では、
仙腸関節の近接間距離の改善が認められなかった。産後 3 か月経過しても持続する重度の骨盤
帯痛は仙腸関節幅の回復が影響している可能性が高い。産後の骨盤アライメントと骨盤帯痛の
関係について、縦断的に 3 次元骨盤モデルを用いて検証した研究は国内外においてこれまでな
かった。産後の骨盤アライメント、特に仙腸関節の変化と骨盤帯痛の変化について検証したこの
研究は意義のあるものである。特に、仙腸関節の非対称性について、これまでは妊娠中の仙腸関
節周囲の靭帯の非対称的な弛緩が産後の骨盤帯痛に影響することが Deman らの研究で報告され
ていたが、本研究の結果、仙腸関節近接間距離の非対称性は、骨盤帯痛の訴えがない被検者にも
みられた。妊娠、産後の骨盤帯痛の有効な予防と治療を検討するには、この非対称について、部
位と程度を今後詳細に検証していく必要がある。この研究の成果については、国際ジャーナルへ
の論文投稿準備中、国内、国際学会での演題発表申請準備中である。 
 
(2)骨盤対象化ディバイスを用いた骨盤エクササイズが疼痛強度と歩行時のキネマティクスに与
える効果 
①骨盤帯痛が歩行に及ぼす影響についてのレビュー研究 

本研究は、妊娠・出産に関連する骨盤帯痛が妊娠中・産後女性の歩行に及ぼす影響を、文献レビ
ューにより明らかにすることを目的とした。方法は、６つの文献データベースとハンドサーチに
て検索した論文について、採択基準（妊娠期または産後の骨盤帯痛を有する女性の歩容の特徴）
をもとに、該当論文を１）歩行速度、2）歩隔・歩幅・歩行周期、3）骨盤-胸郭、体幹、股関節、 
COP の 3 つの項目について整理した。文献の評価には Risk of Bias Assessment Tool for 
Nonrandomized Studies (RoBANS)を使用した。結果は、採択論文は 6編であった。6編より、妊
娠中に骨盤帯痛があると歩行速度は低下し、歩幅は短く、両脚支持期の延長を認めたが、歩隔に
は有意差を認めなかった。胸郭・骨盤回旋の動きは増大し, 骨盤の前後傾と股関節伸展可動域は
減少した。結論として、妊娠中に骨盤帯痛があると顕著な歩容の変化が生じる。一方、産後にお



ける骨盤帯痛の歩容への影響は不明である。妊娠中の骨盤帯痛が与える歩行の特徴はわかった
が、国内外の論文を調べても産後の骨盤帯痛と歩行の関係について動作分析をおこなった論文
は存在しなかった。産後の骨盤帯痛の有効な予防と治療について検討するためには、動作の特徴
や疼痛を悪化させる動作的要因を今後検証していく必要がある。今回、当初予定していた研究を
遂行するにあたり、リクルートに苦労した。その原因の一つに、時間的要素が大きかった。産後
の女性は育児にほとんどの時間を費やすため、自分の身体のケアについては後回しになる傾向
がある。また、家事、育児以外の時間を確保することが難しい。産後の骨盤帯痛の持続には、心
理的、日常的、環境的要素も大きく関係してくることが示唆された。この研究の成果は、坂本飛
鳥,星賢治,岸川由紀,田中真一,蒲田和芳.妊娠・産後の骨盤帯痛が歩行に及ぼす影響：システマ
ティックレビュー.Japanese Journal of Health Promotion and Physical Therapy.2020,10(1)：
1-8.に掲載された。 
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